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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期
第１四半期
連結累計期間

第15期
第１四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 1,725,610 2,211,477 8,666,863

経常利益又は経常損失(△) (千円) △186,719 △108,488 460,478

当期純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △121,808 △70,630 252,106

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △128,143 △62,714 271,293

純資産額 (千円) 2,845,985 3,102,362 3,192,393

総資産額 (千円) 5,721,942 5,825,757 6,547,869

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △82.31 △47.73 170.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.7 53.3 48.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第14期第１四半期連結累計期間及び第15期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第14期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

　(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により消費に弱い

動きも見られましたが、企業収益の改善や設備投資の増加が見られ、緩やかな回復基調が続きました。一方、世界経

済は一部に弱さが見られたものの緩やかな回復基調が続きました。　　　　　　

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、ソフトウェア投資が緩やかに増加するなど回復傾向が続

きました。

このような状況のもと、当社グループは14中期経営計画(2012年度～2014年度)の基本方針に従って、主要事業の推

進に取り組みました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、機器等販売、ソフトウェア開発、システム販売が増加し、

2,211,477千円（前年同期比28.2％増収）となりました。損益につきましては売上高増加に伴い、営業損失111,690千

円（同75,462千円損失減）、経常損失108,488千円（同78,230千円損失減）、四半期純損失70,630千円（同51,178千

円損失減）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

①機器等販売

売上高は医療関係のパッケージソフトウェアが増加し、462,618千円（前年同期比14.9％増収）となりました。

セグメント損益は売上高の増加等により、20,677千円の利益(同33.2％増益）となりました。

 

②ソフトウェア開発

売上高は前期大型案件が当四半期にずれ込んだため、529,626千円（同184.4％増収）となりました。セグメント

損益は収束しつつあるものの納期遅れ等による原価上昇により、66,180千円の損失(同46,959千円損失減）とな

りました。

 

③システム販売

売上高はインフラサービス及び画像処理システムが増加したため、519,986千円（同17.7％増収）となりまし

た。セグメント損益は売上高増加により、27,376千円の利益（同14.7％増益）となりました。

 

④システム運用・管理等

売上高は前年同期並みに推移し、699,245千円（同0.6％増収）となりました。セグメント損益は運用原価上昇に

より、136,009千円の利益（同9.3％減益）となりました。
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　(2)財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて18.9％減少し、3,410,910千円となりました。これは、主に現金及び預

金が497,392千円増加したものの、受取手形及び売掛金が1,050,809千円、仕掛品が252,540千円減少したことによ

ります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.0％増加し、2,414,847千円となりました。これは、主に有形固定資産

その他に含まれているリース資産が19,949千円、建物及び構築物が13,242千円減少したものの、退職給付に係る資

産が96,877千円増加したことによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて11.0％減少し、5,825,757千円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて19.1％減少し、2,248,572千円となりました。これは、主に未払費用が

358,480千円増加したものの、買掛金が479,733千円、流動負債その他に含まれている前受金が201,535千円、賞与

引当金が156,399千円減少したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて17.5％減少し、474,822千円となりました。これは、主に固定負債その

他に含まれている繰延税金負債（固）が33,688千円増加したものの、固定負債その他に含まれている長期未払金が

97,212千円、長期借入金が25,005千円、固定負債その他に含まれているリース債務（固）が14,464千円減少したこ

とによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて18.8％減少し、2,723,395千円となりました。

（純資産）　　　

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.8％減少し、3,102,362千円となりました。これは、主に退職給付に

関する会計基準変更の影響によって利益剰余金が61,506千円増加したものの、株主配当金の支払が88,788千円、四

半期純損失が70,630千円あったことによります。

 

　(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

　(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は8,227千円であります。

 なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,920,000

計 5,920,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,480,000 1,480,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
100株であります。

計 1,480,000 1,480,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月30日 ― 1,480 ― 777,875 ― 235,872
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

パシフィックシステム株式会社(E05687)

四半期報告書

 5/17



(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式　　　   100

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   1,479,700 14,797 ―

単元未満株式 普通株式　 　　 200 ― ―

発行済株式総数 1,480,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,797 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式92株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パシフィックシステム㈱

埼玉県さいたま市桜区
田島八丁目４番19号

100 ― 100 0.01

計 ― 100 ― 100 0.01
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 419,023 916,415

  受取手形及び売掛金 ※１  2,021,659 ※１  970,850

  リース投資資産 390,136 390,277

  商品及び製品 86,503 88,120

  仕掛品 878,075 625,535

  原材料及び貯蔵品 34,643 29,433

  その他 373,779 390,968

  貸倒引当金 △491 △691

  流動資産合計 4,203,330 3,410,910

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 791,819 778,577

   土地 553,902 553,902

   その他（純額） 382,508 365,312

   有形固定資産合計 1,728,230 1,697,792

  無形固定資産 246,914 246,806

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 129,306 226,183

   その他 243,438 247,390

   貸倒引当金 △3,351 △3,326

   投資その他の資産合計 369,393 470,247

  固定資産合計 2,344,539 2,414,847

 資産合計 6,547,869 5,825,757

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,011,056 531,323

  1年内返済予定の長期借入金 100,020 100,020

  未払費用 214,419 572,899

  未払法人税等 63,855 9,123

  賞与引当金 300,126 143,727

  受注損失引当金 212,272 216,753

  アフターコスト引当金 50,357 28,469

  その他 828,149 646,255

  流動負債合計 2,780,258 2,248,572

 固定負債   

  長期借入金 98,253 73,248

  その他 476,964 401,574

  固定負債合計 575,217 474,822

 負債合計 3,355,475 2,723,395
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 777,875 777,875

  資本剰余金 239,946 239,946

  利益剰余金 2,176,673 2,078,761

  自己株式 △271 △306

  株主資本合計 3,194,223 3,096,276

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 51,198 57,723

  退職給付に係る調整累計額 △53,029 △51,638

  その他の包括利益累計額合計 △1,830 6,085

 純資産合計 3,192,393 3,102,362

負債純資産合計 6,547,869 5,825,757
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 1,725,610 2,211,477

売上原価 1,513,170 1,948,522

売上総利益 212,439 262,955

販売費及び一般管理費 399,592 374,645

営業損失（△） △187,152 △111,690

営業外収益   

 受取利息 0 19

 受取配当金 1,945 1,946

 受取手数料 534 537

 受取保険料 - 3,000

 助成金収入 1,566 -

 その他 846 1,095

 営業外収益合計 4,893 6,598

営業外費用   

 支払利息 1,802 1,076

 売上割引 886 1,405

 シンジケートローン手数料 748 698

 その他 1,022 215

 営業外費用合計 4,460 3,396

経常損失（△） △186,719 △108,488

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 1,200

 特別利益合計 - 1,200

特別損失   

 固定資産除却損 2 76

 特別損失合計 2 76

税金等調整前四半期純損失（△） △186,722 △107,365

法人税等 △64,913 △36,735

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △121,808 △70,630

四半期純損失（△） △121,808 △70,630
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △121,808 △70,630

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △6,334 6,524

 退職給付に係る調整額 - 1,391

 その他の包括利益合計 △6,334 7,915

四半期包括利益 △128,143 △62,714

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △128,143 △62,714

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

(会計方針の変更)

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を、従業員の平均残存勤

務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が95,181千円、利益剰余金が61,506千円増

加しております。また、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

受取手形割引高 47,287千円 458千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 73,227千円 73,507千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月27日
取締役会

普通株式 88,788 60 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月26日
取締役会

普通株式 88,788 60 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

パシフィックシステム株式会社(E05687)

四半期報告書

13/17



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高        

  外部顧客への売上高 402,660 186,246 441,618 695,085 1,725,610 ― 1,725,610

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 2,938 109 8,454 11,501 △11,501 ―

計 402,660 189,184 441,727 703,539 1,737,111 △11,501 1,725,610

セグメント利益又は損失(△) 15,520 △113,140 23,870 149,915 76,166 △263,318 △187,152
 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△263,318千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高        

  外部顧客への売上高 462,618 529,626 519,986 699,245 2,211,477 ― 2,211,477

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 5,751 756 5,878 12,386 △12,386 ―

計 462,618 535,378 520,742 705,124 2,223,863 △12,386 2,211,477

セグメント利益又は損失(△) 20,677 △66,180 27,376 136,009 117,882 △229,573 △111,690
 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△229,573千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

なお、当該変更によるセグメント利益又は損失(△)に与える影響は軽微であります。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

　　１株当たり四半期純損失金額(△) △82円31銭 △47円73銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純損失金額(△) (千円) △121,808 △70,630

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(△) (千円) △121,808 △70,630

   普通株式の期中平均株式数(株) 1,479,808 1,479,795
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

平成26年５月26日開催の取締役会において、平成26年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                             　 88,788千円

②　１株当たりの金額      　                     60円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成26年６月23日

EDINET提出書類

パシフィックシステム株式会社(E05687)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

パシフィックシステム株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齊   藤   直   人   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小   川　 伊 智 郎   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパシフィックシ

ステム株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月

１日から平成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パシフィックシステム株式会社及び連結子会社の平成26年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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